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①地震、津波等の災害に備えるための整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

目標

100.0

100.0

幼稚園

　葛城市では、平成２６年度の時点で市内小中学校及び幼稚園の耐震診断はすべて完了しており、これに基づき耐震補強工事や危険改築工事を進めてきたところである。
　平成３０年度２月現在、小・中学校の耐震化率は１００％を達成している。幼稚園においても、磐城幼稚園園舎、當麻幼稚園の東園舎を残すのみとなっており、磐城幼稚園については、平成
31年度に園舎の改築工事を行う計画である。また６月１８日に発生した地震による学校のブロック塀倒壊事故を受けて、全国でブロック塀等の安全点検等の状況調査が行われたが、葛城市で
は忍海小学校が該当していたため臨時特例交付金に基づくブロック塀の解体、それに代わる目隠しフェンスの設置工事を施設整備計画とは別に行った。

小学校

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分

中学校

高等学校

100.0

特別支援学校

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

達成状況

100.0

耐震化率（％）

100.0

85.7



③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

　
④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

【 所 見 】

2

3

　今回の施設整備計画の事業により、市内の小中学校・幼稚園の空調整備事業が完了した。
　今後は、児童・生徒の安全だけでなく、災害時の避難所となるために学校施設の補強が必要であることから、磐城幼稚園の改築など、幼稚園の耐
震化１００％を早期に達成することを目標とした施設整備や老朽化等により傷んだ校舎などの施設整備を施設整備計画に盛り込み、事業の遂行に努
めたい。

　今回平成２９年度施設整備計画に則り、市内幼稚園２園の空調を整備した。空調を設置した事により熱中症対策など、安全面において保育環境が
向上した。
　磐城幼稚園の空調については、園舎改築に伴う計画見直しのため施設整備計画に則った工事を行わなかった。

　今年度の工事により、市内全小中学校・幼稚園の空調設置事業が完了した。

計画どおり実施できた。

　令和元年８月に本市教育委員会の点検・評価員（２名）に対し、３０年度に行われた事業について説明を行い、評価報告書を提出していただいた。
　県全体が全国平均と比べて遅れていると言われる中で、市内小中学校・幼稚園の冷房設置率100%を達成している点で高い評価をいただいた。
　また今後は、耐用年数を踏まえたメンテナンスや稼動年数の把握など適切な運用について議論や、空調点検の報告から不具合への対策を講じる
事が必要であるという助言をいただいた。これら評価報告書の内容を踏まえ、今後の施設整備計画に反映したいと考えている。

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

事後評価の時期及び方法について

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について



1 葛城市学校等施設整備計画 都道府県名 奈良県

市 町 村 名 葛城市

2 葛城市

3 平成３０年度

4

事由 変更年月日

③ 大規模改造(空調) 園 S ○ 平成30年8月23日

③ 大規模改造(空調) 園 S × 平成30年8月23日

③ 大規模改造(空調) 園 S ○ 平成30年8月23日

ブロック塀等安全対策事業 ○ 平成30年9月25日

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

計画名称

計画作成主体

備　　考
（事業を実施しなかった場合）

実施できなかった理由及び今後の方針
（事業を実施した場合）

竣工年月日

事業
実施
の

有無

構造
区分

建物
区分

事業名

29年度施設整備計画記載分

忍海小学校附属幼稚園

H31年度に園舎改築予定のため中止

29年度施設整備計画記載分

事業
番号

整備
区分学校名

施設整備計画の変更

磐城小学校附属幼稚園

當麻小学校附属幼稚園

忍海小学校

計画期間

個別事業一覧

29年度施設整備計画記載分

ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金事業


